
 

            

            

            

     

 

あけましておめでとうございます。今年はどんな１年になるのでしょうか。 

今年も元気に過ごすために、食事、運動、睡眠のバランスを大切にしていきましょう。 

皆様が心身ともに健康に過ごせますように。 

 

おはなだより １月 

2023年 1 月 1日発行 

病児保育 おはな 

保育士 井芹 香 

RS ウイルス感染症 

症状 
４～５日の潜伏期間の後、鼻水、咳、発熱

などのかぜに似た症状が現れます。通

常は１週間前後で回復しますが、なか

には肺炎や気管支炎を発症する子ど

ももいます。また、新生児、低出生体

重児、生後６ヵ月未満の乳児も重症化

しやすいと言われています。手洗い・

うがい（乳児は外から帰ったら水を飲

ませる）をしっかり行い予防しましょ

う。 

気管支炎や肺炎などを起こすウイルス感染症

で、冬場に乳幼児の多くが感染します。 

終生免疫ではなく、２歳までにほぼ 100％感染

すると言われているため、毎年かかる子どもも

多いようです。 

症状が軽い場合は、かぜを引いた時と同様、水分
補給、睡眠、栄養、保温に注意し、安静にして経
過を見ます。脱水気味になると、たんが粘稠にな
って吐き出すのが困難になるので、水分をこま
めに与えましょう。 

透明 
気温の変化によるものやかぜの
初期症状の場合に見られます。
鼻水は垂れたままにしていると
肌荒れの原因になるので注意が
必要です。 
 
黄色から緑色 
細菌に感染している可能性があ
り、緑色に近いほど症状が悪いの
で早めに病院へ行きましょう。ま
た、透明の鼻水に比べてドロッと
しているため、鼻の奥で溜まって
しまうことがあります。その時は
加湿などを行い、鼻水を出しや
すくしましょう。 

鼻水の色を見てみよう 

しもやけ・あかぎれ 

手を濡れたままにしておくと、し
もやけやあかぎれになることが
あります。ハンカチを携帯する習
慣を付け、手洗い後はしっかりと
水分を拭き取りましょう。就寝時
はハンドクリームを塗った後にサ
イズの合う手袋とくつ下を身に
着けることも予防につながりま
す。毎日お風呂でよく温まり、ビ
タミン E を含む食品をしっかりと
りましょう。にら、かぼちゃ、ほう
れん草、卵、マーガリンなどがお
勧めです。 


